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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 10月 27日 (2004.10.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 用 ワ イ ヤ の 先 端 と の 間 に 高 電 圧 を 印 加 し て 前 記 ワ イ ヤ と の 間 に 放 電
を 生 じ さ せ る ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 装 置 用 放 電 電 極 で あ っ て 、
　 導 電 性 の 電 極 芯 材 を 備 え 、
　 前 記 電 極 芯 材 の 表 面 に 形 成 さ れ た ポ ー ラ ス 構 造 の 絶 縁 膜 に つ い て 前 記 ポ ー ラ ス 構 造 を 封
孔 処 理 し て な る 絶 縁 層 で 前 記 電 極 芯 材 が 覆 わ れ 、 前 記 ワ イ ヤ の 先 端 に 対 向 す る 放 電 部 位 の
部 分 に お い て は 前 記 電 極 芯 材 が 露 出 す る 露 出 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ワ イ ヤ ボ ン デ ィ
ン グ 装 置 用 放 電 電 極 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 装 置 用 放 電 電 極 に お い て 、
　 前 記 ポ ー ラ ス 構 造 の 絶 縁 膜 は 、 陽 極 酸 化 法 ま た は プ ラ ズ マ 溶 射 法 で 形 成 さ れ た ポ ー ラ ス
な ア ル ミ ナ 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 装 置 用 放 電 電 極 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 装 置 用 放 電 電 極 に お い て 、
　 前 記 封 孔 処 理 し て な る 絶 縁 層 は 、 前 記 ポ ー ラ ス 膜 の 上 に 、 レ ー ザ Ｐ Ｖ Ｄ 法 に
よ り 、 無 機 系 材 料 膜 を 堆 積 さ せ て な る 絶 縁 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ
装 置 用 放 電 電 極 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 装 置 用 放 電 電 極 に お い て 、
　 前 記 封 孔 処 理 し て な る 絶 縁 層 は 、 前 記 ポ ー ラ ス 膜 に 樹 脂 を 含 浸 さ せ て な る 絶
縁 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 装 置 用 放 電 電 極 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 ポ ー ラ ス 構 造 の 絶 縁 膜 は 、 陽 極 酸 化 法 ま た は プ ラ ズ マ 溶 射 法 で 形 成 さ れ た ポ
ー ラ ス な ア ル ミ ナ 膜 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 封 孔 処 理 し て な る 絶 縁 層 は 、 前 記

構 造 の 絶 縁

構 造 の 絶 縁



ポ ー ラ ス の 上 に 、 レ ー ザ Ｐ Ｖ Ｄ 法 に よ り 、 無 機 系 材 料 膜 を 堆 積 さ せ て な る 絶
縁 層 で あ る こ と が 好 ま し い 。 上 記 構 成 に よ り 、 ポ ー ラ ス 構 造 の 膜 を 無 機 系 材 料 膜 で 封
孔 す る 。 し た が っ て 電 時 に 高 熱 を 生 ず る 放 電 電 極 膜 い る こ
と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 封 孔 処 理 し て な る 絶 縁 層 は 、 前 記 ポ ー ラ ス 膜 に 樹 脂 を 含 浸 さ せ て
な る 絶 縁 層 で あ る こ と が 好 ま し い 。 上 記 構 成 に よ り 、 ポ ー ラ ス 構 造 の ア ル ミ ナ 膜 を 樹 脂 で
封 孔 す る 。 ポ ー ラ ス 構 造 を 埋 め る 樹 脂 は 、 ア ウ ト ガ ス の 少 な い 材 料 を 選 ぶ こ と が 好 ま し い
。
                                                                                

(2) JP 2004-119799 A5 2005.7.7

構 造 の 絶 縁 膜
絶 縁

、 放 に ポ ー ラ ス 構 造 の 絶 縁 を 用

構 造 の 絶 縁


	header
	written-amendment

